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ポイント 

① 近年、人の頭髪表面には常在菌(※１)（毛髪細菌)が存在することが報告されましたが、毛髪

は乾燥および貧栄養な環境であるため細菌が棲息に利用する栄養源は不明でした。 

② 毛髪からの細菌分離を世界で初めて行い、標準株(※２)と分離株の比較により好脂性や皮脂お

よびヘアケア剤に含まれる炭素源の資化性を分離菌独自で示す株を同定しました。 

③ 毛髪細菌は毛根内部でヒト表皮細胞との接触により細胞の抗老化や延命に関わる遺伝子発現

制御に影響を及ぼすことが報告されています。これまで評価には標準株が使用されていまし

たが本研究の毛髪分離菌を利用することで、よりクリアな毛髪細菌とヒトとの関係性の解明

が期待されます。 

概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人体と微生物の共生関係解明は生命活動機構を紐解く重要な要素の一つです。近年、DNA を用いた解

析法により、ヒト毛髪表面で常在菌が発見され細菌叢や定着様式が解明されました。一方で、栄養源は

情報が乏しく頭皮からの皮脂や汗の供給が毛髪細菌の棲息に重要であることが示唆されていましたが、

定量的な炭素資化性の評価は分離菌を用いる必要があるため不明とされていました。 

 九州大学大学院農学研究院の田代幸寛准教授、大城麦人助教、酒井謙二名誉教授、山田あずさ特別研

究員、西悠里大学院生（当時）、野口芽生大学院生ならびに東京農業大学応用生物科学部の渡邉康太助教

らの研究グループは、毛髪からの細菌分離法確立により 24 培養条件から 27 属 63 種の分離菌を獲得し、

一部の毛髪細菌が貧栄養および脂質添加条件により生育促進を示しました。さらに、汗含有のグルコー

スや皮脂含有のグリセロールおよび広範なヘアケア剤含有のマンニトールの資化性を示すことを初め

て詳細に明らかにしました。特に優占な毛髪細菌 Cutibacterium acnes subsp. defendens および C. 

acnes subsp. acnes 毛髪分離株は標準株で資化性の無いマンニトールの資化性を有することから、毛髪

環境で棲息有利な資化性を獲得した可能性が示唆されます。 

今回の研究成果は宿主から毛髪細菌へ栄養供給の証拠を見出しました。さらに獲得した分離株をヒト

毛根への作用分析に用いることで毛髪細菌とヒトとの関係性解明に応用でき、将来的には細菌叢を考慮

した毛髪化粧品開発に期待されます。 

本研究成果は、2024 年 7 月 21 日に日本の英文誌「Journal of Bioscience and Bioengineering」にオ

ンライン掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒト頭髪から細菌を分離し特異な炭素資化性を発見 

～細菌は毛髪で皮脂や汗だけでなくヘアケア剤も栄養として利用し定住する。 
毛髪化粧品開発に期待～ 

 

研究者からひとこと： 

毛髪は人類にとって直接生命に関わる部位ではありませんが、個人の印象や他者とのコミュニケーショ

ンを助長する重要な役割を果たします。毛髪分野は多くの人の関心が高い一方で、毛髪×微生物学の研

究は発展段階であり未解明なことが多い分野です。乳酸菌の研究から腸内環境を気遣う考えが一般化し

たように、ヘアケア時に毛髪微生物を気遣う人が増えるよう今後も研究を発展させたいと思います。 



【研究の背景と経緯】 

人体はあらゆる部位に多様な微生物叢(※３)が形成されており、それらは生息環境に依存して棲息し

ています。しかし毛髪に常在菌が存在する事実は近年発見されたことから（Nishi et al., 2017）、毛髪微

生物の研究は未だ情報が乏しい現状です。現在では人体-微生物間の共生関係の観点から、毛髪疾患者お

よび健常者の毛髪常在細菌（以下：毛髪細菌）の生態を菌叢解析(※４)など DNA を用いた解析手法で解

明する報告がいくつかありますが、毛髪細菌の栄養源は不明であり、詳細な評価には毛髪から分離した

細菌を使用することが適切です。さらに毛髪上で高占有率な細菌種の標準株（非毛髪分離株）を用いた

研究では、毛根内部で表皮細胞との接触によりヒト細胞の抗老化や延命に関わる遺伝子発現制御に影響

を及ぼすことが報告されています（Yamada et al., 2023）。これまでの評価には標準株が使用されてい

ましたが本研究の毛髪分離菌を利用することで、毛髪環境に適合した細菌がヒトに及ぼす影響を評価で

きることに繋がります。しかしながら、毛髪からの細菌分離はこれまで報告が無く適当な分離手法およ

び分離条件も十分ではありませんでした。 

 

【研究の内容と成果】 

本研究では、毛髪細菌を分離するにあたり 8 種の培地を用いて培地濃度や酸素要求性、ゲル化剤、脂

質添加等の培養条件を検討し 24 条件で培養を行いました。分離手法は被験者 18 名より採取した毛髪を

各固体培地上に静置し培養後、毛髪周辺のコロニーを採取し 2 回の純化(※５)を経て DNA 抽出後に細

菌種の同定を行いました。共同研究グループはこれらの操作により 24 条件から 27 属 63 種の細菌を分

離することに成功しました（図１左）。獲得した各細菌種の好む環境に関しては、希釈条件と非希釈条件

における獲得毛髪分離菌数が各 16 種であったことから、富栄養と貧栄養環境を好む細菌種が同程度共

存することを示唆しており、皮膚上では富栄養を好む細菌が多いことから毛髪環境の特異性を示唆する

結果となりました。また脂質添加および無添加条件では、両条件共通して 3 種、添加条件のみから 10

種、無添加条件のみから４種の細菌が獲得されました。特に全 24 条件のうち脂質添加時のみで 3 種が

分離されたことから、毛髪細菌の生育嗜好性に脂質が関与することを示唆しました。 

加えて全分離菌の獲得傾向が細菌種により異なることを発見しました。そして頻繁に分離可能な細菌

種を易分離微生物（≧25%）、少ない培養条件でのみ分離された細菌種を難分離微生物（≦25%）と定義

し、細菌種の分離可能性を初めて定量的に示しました。また、同研究室で実施された菌叢解析の結果と

照合すると、毛髪細菌の占有率と本研究による獲得細菌の相関が無いことが示され、易分離微生物と優

占細菌は異なることが示唆されました(図２)。 

また、獲得した毛髪分離菌から優占細菌種 5 種（C. acnes subsp. defendens, C. acnes subsp. acnes, 

Staphylococcus epidermidis, S. caprae, Micrococcus luteus）を選択し 50 種類の炭素資化性を評価し

た結果、汗に含まれるグルコースや皮脂の分解物であるグリセロールだけでなくヘアケア化粧品に保湿

剤として広く含有されているマンニトールの資化性を示しました(図１右) 。特に、標準株と異なる資化

性を示した結果として、M. luteus 毛髪分離株はグルコースの、C. acnes subsp. defendens, C. acnes 

subsp. acnes 毛髪分離株はマンニトールの資化性を有することから、毛髪環境で棲息に有利な資化性を

獲得した可能性が考えられます。 

 

【今後の展開】 

本研究により、毛髪からの細菌分離が可能であり多様な分離細菌内で占有率とは異なる分離可能性が

示されました。また、標準株と分離菌の資化性が一部異なると示されたことから、近年盛んな非培養法

による代謝予想だけでなく培養法を用いた特性評価の重要性が浮き彫りとなりました。今後は、獲得し

た毛髪分離菌を用いて表皮細胞への添加試験を行い、ヒト細胞の遺伝子発現制御に対して標準株と分離

株を比較することで、毛髪細菌が人体に及ぼす影響を鮮明に理解できると期待します。本研究による毛



髪細菌分離手法や毛髪分離菌は、健常な育毛に影響する毛髪細菌種の情報蓄積に活用され、将来特定の

細菌種を調整するヘアケア化粧品の開発や、難治療性毛髪疾患の創薬開発に繋がることを期待していま

す。 

 

 

 

【参考図】 

 

図１. 毛髪分離細菌の獲得と資化性評価。24 培養条件により毛髪周辺に形成された細菌コロニーから 27 属

63 種の細菌を分離し系統樹で示した。 

＊優占な毛髪分離菌は、資化性評価において汗に含まれるグルコースや皮脂含有のグリセロールおよ

びヘアケア化粧品含有のマンニトールの資化性を示し、標準株では資化性の無いグルコースとマンニ

トールは毛髪分離株で資化性を示した。 

 

 



 
図２. 毛髪から分離された細菌種の分離培養条件と毛髪上での占有率。緑は各条件における分離の可否を示

し、オレンジや赤は毛髪上での細菌占有率を表している。このグラフから、毛髪上に多く存在する細

菌であっても分離の取得率は高くなく、占有率と分離可能性は相関が低いことが定量的に示された。 

 

 

【用語解説】 

(※1) 常在菌 

ヒトの身体に存在する微生物（細菌）のうち、年間を通して安定して万人に共通し存在し著しい病原

性を示さないものを指す。 

(※２) 標準株 

その生物種を新種記載する際の拠り所となった細菌株であり、純粋培養された生菌株を指す。 

(※3) 微生物叢 

細菌や真菌（カビ）およびウイルスなどの微生物の集合のこと。 

(※4) 菌叢解析 

環境試料中に含まれる微生物コミュニティの多様性を調査する手法で、細菌の遺伝情報から直接解析

するため、個々の細菌を分離・培養することなく微生物群集を全体として把握可能である。 

(※５) 純化 

環境試料には多種多様な細菌が混同しているため、１種類の細菌を獲得することを目的として細菌の

採取と培養を繰り返す作業を行う。 
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